
⋆ いろいろな算額

算額とは、神社仏閣に奉納された数学の絵馬のことです。自分の (数学の)流派の宣伝、研究の発表のため、問

題が解けたことの感謝などの理由から、算額は掲げられました。主に、江戸時代に盛んで、現存しているもの

で 900面ほど、記録に残っているものを含めると 2,600面にも及ぶそうです。そんな算額の中からいくつか

ピックアップしてみました。ぜひ解いてみてください。掲げられた設問たちから、当時の人の数学に対する美

意識を感じませんか？
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今、勾（短い辺）が９寸、股（長い辺）が１２寸の勾股弦（直

角三角形）がある。その内部に直径が等しい２つの円を入れ

る。円の直径はいくらか。
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今、横長の紙をおみくじ上に結ぶ。紙の幅を１寸

とすると、正五角形の１辺の長さはいくらか。
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今、図のように正方形の中に等しい円が５つ描かれている。

円の直径を正方形の一辺を用いて表せ。
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今、図のように直角三角形の内部に、大中小の正方形と甲乙

丙の円が接している。甲円の直径が９寸、丙円の直径が４寸

のとき、乙円の直径はいくらか。



最後に、大和郡山市の庚申堂金輪院に残されている算額から。けっこうな難問です。

近鉄の結崎駅の近くにある �御菓子司たばや� には算額最中というものが売られています。たばやの先祖、

森内弥三郎が奉納した算額のこの図が最中に描かれているわけです。
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今、大円の中に甲・乙・丙・丁の小円がそれぞれ接している。大円の直径が１

尺６寸 (１尺=１０寸)、甲円の直径が９寸６分のとき、乙円・丙円・丁円の

直径はいくらか。(ヒント：デカルトの円定理を使うか、反転する)

デ カ ル ト

Descartesの円定理

右図のように、互いに内接する 4つの円があるとき、それらの半径

を大きい順に r1, r2, r3, r4 とおくと、次の等式が成り立つ:(
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